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コミュニケーションの促進を本当に行うには
ワークスタイルの変革とITの導入が不可欠だ。

富士通株式会社

総合デザインセンター
センター長

富士通株式会社
コンサルティング事業本部
担当部長（ワークスタイル変革）
経済産業省　ITコーディネータ

富士通株式会社
ソフト・サービス事業推進本部
管理部
担当課長

……富士通ソリューションスクエアは、日本企業が手掛けた先進オフィ

スとして、オープン以来、大きな話題になっているようですが。

　ありがたいことですね。見学のために来訪される方も月に2000人を

超え、私たちも反響の大きさに驚いています。このため、２時間ほどで全体

を回れるツアーコースを設けたほどです。

……見学に来られた人々の反応は？

　7階建てのオフィス棟の中央に設けられた吹

き抜けには、みなさん一様に感嘆の声をあげられま

すね。

……大胆なデザインももちろん魅力的なのですが、

オフィスづくりを担当するファシリティマネジャ

ーにとっては、4000人規模の事業所でノンテリトリ

アルオフィスを実現したという運用面に注目して

います。おそらく、このような例は日本ではなかっ

たはずですし、海外でもあまり聞かないですね。

　たしかに前例はないかもしれません。ただ富

士通の場合、以前から東日本システム部門などでは

ノンテリトリアル化を進めており、ある程度、ノウ

ハウは蓄積していましたから。もっとも、今回の試

みは、今までのノンテリトリアルオフィスとは、も

ともとの出発点が少し違うのですが。

……といいますと？

　従来型のノンテリトリアルオフィスは、日本でも海外でも、基本的に

はスペースを圧縮し、コストダウンを図るのが目的でした。しかし富士通ソ

リューションスクエアの場合は、ソリューションビジネスに携わるSEが集

まる事業所ですから、現在の市場環境の中で彼らが最も快適に働け、創造性

を発揮できるオフィスはどのようなスタイルであるべきか？　という発想

から、結果的に個人の専用デスクをなくす形となったのです。

　私たちがソフト・サービスビジネスと呼んでいるソリューションの

供給は、今や、お客さまも気づかないニーズを先に把握し、解決策を示す提

案型営業を、SE自身が展開していかなければなりません。そのとき、既存の島

型対向個人デスク配置のオフィスでは、席が固定してしまうため、自由に討

論し、お互いのナレッジを出し合うには有利とはいえないでしょう。このた

め、オフィスのレイアウトを決めていくにも、最初にコミュニケーションの

ためのスペースを充分に用意し、そのあとで個人の使用するデスクスペー

スをつくったほどです。

……それはまさに逆転の発想ですね。コミュニケーション重視のワークプ

レイスを実現したオフィスでも、一般的には、最初にデスクスペースを確保

してから、その周囲に打ち合わせコーナーや会議室を配置しますが、ここで

はコミュニケーションスペースを最優先したレイアウトにしたということ

ですか。

　もちろん、お客さまのところを訪問する機会の多いSEの場合、在席率

は50％ぐらいですから、ノンテリトリアル化したことでデスクスペースを

縮小できたというメリットはあります。しかし、それ以上にコミュニケーシ

ョンスペースを重視したのが、今回のオフィス改革の最大のポイントです。

オフィスの中の一番使いやすい、明るい場所に配置しましたからね。

　私たちは新しいオフィスをつくるにあたって、今、ソリューションビ

ジネスに求められているものを徹底的に議論しました。その結果、個人作業

よりもチームによるコラボレーションが重要だという結論に達したのです。

実際、ソフトサービスの市場は厳しく、社内で充分に討論し、他の社員を説

得できるようなレベルの提案でなければお客さまには採用されません。し

たがって、ノンテリトリアル化はコストダウンという後ろ向きの目的より

も、コラボレーションを重視してより生産性を高め、業績をあげるために必

要なツールとして採用したのです。

……生産性向上のためのノンテリトリアル化という新しいワークスタイル

の採用と並んで、最先端のITを導入したオフィスとしても非常に斬新な試

みをされているそうですが。

　ワークスタイルの変革と、ITとの調和、そしてこれらを融合したワー

クプレイスの実現は、実はセットなのです。すべてが揃うことで、初めて、新

オフィスは力を発揮できるのですよ。

……一つだけ実現しても、生産性は向上しないということですか？

　その通りですね。たとえばノンテリトリアルオフィスにすると、まず、

誰がどこにいるかわからなくなってしまいますから、そのままではかえっ

てコミュニケーションが阻害される恐れがあります。したがって、社内LANに

自分のノートパソコンを接続した段階で端末のIDから社員を特定し、新し

い座席表を表示するようなシステムを導入しました。また電話もIP技術（イ

ンターネット回線を使った電話サービス）を用いたロケーションフリー電

話にしていますから、オフィスのどこにいても自分の番号で通話が可能で

すし、その社員に連絡を取りたければ個々に所有する内線番号によりつな

がります。つまり、座ったところがどこであれ、確実にその人とのコミュニ

ケーションがとれるようにできるのは、最新のIT技術の成果といえるでし

ょう。

　これは社外にいても同じです。「どこでもオフィス、いつでもオフィス」

が新オフィスのテーマの一つでしたから、外出先からPDA（携帯情報端末）や

ノートパソコンで社内LANに接続できる環境を整えるのはもちろん、必要な

データはすべてサーバに保存するようにしてありますので、どこにいても

社内と同じように仕事ができます。

富士通ソリューションスクエアの全景

社員の自席は特定されていないワーキングスペース
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